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園

　

灘 悪

　

事

　

嬢

　

図

ｄマスクの着用（フェイスシールド使用司）、手洗いｏうがいの励行。

ｄ服装は 会社指定の制服ｑ制帽又はヘルメット。（滋服倭参観〆）

豊には動きやすいもの。｛研ン袋影響勝霧〆）

ｐ夜光チキンキ、手袋、赤色灯、旗は、必要ありません。

ｂ腕時計を用意してください。

ｏ特別謎雷（事前講習含む）は、録音α録画ｏ撮影等の掃鵜鵬繋遊。

ｏ試験時は、携帯電話Ｒスマートフオンｏスマートウオッチ等は祷ち遣み嬢血。

ｏ受講生用の駐車場はありません。

Ｇ遅刻は厳禁ですので．時間に余裕をもっておこしください。

５体調不調等で休まれる場合には、協会携帯にご連絡ください。

悶

　

掌 翻 につ いて

　

圏

ｑ学科試験は、教本を中心に出題されます。

ｑ教本を繰り返し読んでおいて下さい。

ｏ講義を受ければ、学科試験に合格できるというものではありません。

ｑ教本と問題集を併用することをお勧めします。

しつ鮮明趨零園 ．楓冨する逗些夢舎橋へ９奪がり議す。

日

　

華需 試験について

　

圏

ｎ学科試験は、五枝択一の６０分間で問題数は２０問です。

ｄ９０％以上で合格です。間違えられるのは２問です。

答案用紙はｒｗ－多少一静書裏園鰯」です。

。筆記用具は、闇醤の鋪箪又はシャーアベンシル、アラス参》多灘
註禽。

（ボールペン、サインペン、砂消しゴム等は使用できません）

ｑ不必要なものは持ち込みできません。



幸福追求権〔第１３条〕

包括的人権
平等権〔第「４‐条ｏ第２４条〕

精神的自由

　　　　　　

思想ｏ良心１の自由〔第１９条〕

信教の自由〔第２０条〕

学問の自由〔第２３条〕

表現の自由〔第２「条〕

集会ｏ結社の自由〔第２１条〕
墓
，
謝

　　　　　　　　

自由権

本濠……

　　　　　　　　　　　　　

経済的自由

　　　　

居住ｏ移転の自由〔第２２条〕

職業選択の自由〔第２２条〕

財産権の自由〔第２９条〕
的

　　　　

翻

　　　　　　　　

人身のＢ由

　　

奴隷的拘束ｏ苦役からの自由〔 郷 条〕

法的手続きの保障〔第３１条〕

不法な逮捕からの自由〔第３３条〕

不法な抑留ｏ拘禁からの自由〔第３４条〕

刑事被告人の権利〔第３７条〕

社会権

　　　　　

生存権〔第２５条〕

個別的人権

　　　　　　　　　　　　

教育を受ける権利〔第２６条〕

労働基本権

　　　　　

勤労の権利〔第２７条〕

団結権〔第２８条〕

団体交渉権〔第２８条〕

団体行動権〔第２８条〕

受益権

　　　　　

裁判請求権〔第３２条〕

賠償請求権〔第１７条〕

刑事補償請求権〔第４．０条〕

請願権〔第１６条〕

参政権〔第１５条〕

その他

　　　　　

日照権、知る権利、 プライバシーの保護等



刑法上でいう「犯罪の成立要件」

犯罪とは、「刑罰法規によって定められた犯罪の
構成要件（犯罪行為の定型）

に該当する違法で有費な行為（人の行為）である」とされる。

犯罪が成立するためには、「下記４要件」を具備していること
が必要であり、

これら要件の何れか一つでも欠けると成立しない。

轍戚裏帯該当鰹 遵

　　

滋

　　

槌 霜

　　

責

　　

鰹 術鶏（《⑩行為）

刑罰法規で定め

る犯罪の構成要

件（定型）を十

分に満たさない

行為や、 類似行

為（類推解釈）

は、 該当性を欠

くものとして、

犯罪は成立しな

い。

行為そのものが

違法（犯罪の権

成要件に該当す

る）であっても、

法秩序に反しな

い特別の事情

（違法性阻却事

由）がある場合

は、 違法性がな

くなり、 犯罪が

成立しない。

故意 ｏ過失のな

い者や是非善悪

の判断能力等を

備えていない心

神喪失者、１４‐歳

未満の者等の行

為は、 有責１性が

ないもの （有資

性阻却事由）と

して、 犯罪は成
ふ÷しない。

行為として現れ
ない人の心理一大

熊ｏ人格態度等

や、 人の行為で

ない自然現象、
動物の活動な
ど、 それ自体で

は、 犯罪は成立

しない。



正当医梼穫ｉ〔刑法第３６条〕 緊急避難 〔刑法第３７条〕

塁！

　　　　　

本 正

　

対

　

不正 ＴＦ÷

　

河

　

止

犬

　　　　

況

急迫不正の侵害（人の行為）

※過去や未来の侵害には不可

現在の危難（人の行為ｏ自然現象）

※過去や不束の危難には不可

（自然現象等によって利益侵害の状態

が生じだ場合にも成立する）

目

　　　　

的

自己又は他人の権利（利益）

※防衛するため

自己または他人の生命、身体、自由若し

くは財産（名誉ｏ貞操も含まれる）

※危難を避けるため

損害賠償
損害賠償は生じない 民法上の賠償責任は生じる（危難の対象

となるもの以外）

手

　　　　

段

他に手段があっても可

（妥当な手段方法による防衛行為は認

められる）

他に手段があれば不可

（正当防衛に比べて要件が厳格である。

これを緊急避難の補充性という）

行

　　　　

為

やむを得ずにした行為 やむを得ずにした行為で、生じた害が避

けようとした害の程度を越えなかった

場合に有効（法益均衡の原則）

対

　　　　

象
何人でも可 業務上特別の義務がある者は、原則とし

て許されない

特

不正な侵害行為が責任能力のない者で、
有賀，斗師柏手中！－該当する場合であっ

ても、違法１性があれば正当防衛は成立す

る。

過剰 行
』～，Ｊ畳はｉｉ↓；′…守となる

※情状により滅軽又は免除

過剰行為は刑罰の対象となる

※情状により滅軽又は免除

手



モ刑 事 訴 訟法１

（１）刑事訴訟法？

　　　

憲法３１築「法定手続きの保障」を受けて、刑法で規定される犯罪行為に対し、犯人を逮捕したり、

　　

刑罰を科したりする為の手続きを定めた法律が刑事訴訟法

（２）逮捕？

　　

①逮捕

　

＝

　

人の身体を直接に束縛し、自由を拘束すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

看視し逃走を防止している場合も逮捕に当たる

②逮捕の種別

　

ａ． 令 状 逮 捕ｏ

　

ｏ

　

ｏ第１９９条

　

ｂ． 現行犯逮捕ｏ

　

ｏ

　

ｏ第２１３条

　

ｃ． 緊 急 逮 捕ｏ

　

ｏ

　

ｏ第２「０条

（３）現行犯人刻ま

　

①現行犯人（第２１２条第１項）

　　　

「現に罪を行い、 又は現に罪を行い終つだ者を現行犯人とする。」

　　　

ａ． 「現に罪を行し、」

　　　

ｂ． 「現に罪を行い終つだ」

　　　

ｃ． 「罪」 とは、 特定の罪を
指す

　

弓

　

窃盗罪、 殺人罪、 傷害罪、ｏ

　

ｏ

　

ｏ

　

ｏ

　

②準現行犯人（第２１２条第２項）

　　　

ａ， 本来の現行犯ではないが、明らかに現行犯と推
測できる場合に、これを現行犯とみなして逮

　　　　

捕できる

　　　

ｂ． 「犯人として追噂されているとき」ヰ
「泥棒～」、「待て～」、『…』

　　　

ｃ． 「ぞう物又は明らかに犯罪の用に供したと思われる
兇器その他の物を所持しているとき」

盗んだ財布、人を刺した刃物

ｄ． 「身体又は被服に犯罪の願書な証跡
があるとき」

　　

×体の特徴（あざ、 ほくろ等）

ｅ． 「誰何されて逃走しようとするとき」

　

「謎だ？」とか「懐中電灯で照らす」

（４）現行犯逮捕に伴う実力行使の限界
相手が抵抗した場合ニある程度の実力行使も許される

　　　

あくまでも社会通念上相当な程度の実力行使

　　

弓

　

必要な程度を超えると

　

二

　

暴行罪、傷害罪等に問われる場合もある

（５）犯人の所持している凶器、盗品等に対する措置

　

一般私人は、現行犯逮捕の場合でも逮捕現場の捜索、差押は認められない

（６）現行犯人逮捕のための住居等への立ち入り

　　　

警備員が現行犯人を追跡中、犯人が他人の住居に逃げ込んだ場合、警備員が承諾なしにその住居に

　　

侵入すると、住居侵入罪に問われることも考えられる

（７）現行犯逮捕後の措置

　　

①第２１４条『私人による現行犯逮捕』

　　　

直ちに警察官等に身柄を引き渡す。一般私人が現行犯逮捕後、取調べをしたり、留置をしたりする

　　

ことは認められない。

　

正当な理由がなく、引渡しを遅延させると＝監禁罪に問われることも考えられる


